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・服薬治療を望まない親と二次障害の傾
向が見られつつある子の支援の在り方に
ついて話し合った。

・環境の変化、決定的な出来事がないと
解決は難しいかもしれないが、親や本人
の困り感に寄り添いながら、現時点で支
援者ができることを模索していく。

12
月

・事例検討会
「抑えられない衝動を繰り返す娘の思いと
食い違う親の思い」

第
３
四
半
期

11
月

研修会
伊賀市社会福祉協議会　権利擁護課
「日常生活自立支援事業について」

10
月

100%

9
月

出前講座
タイトル：「防ごう消費者トラブル」

・具体例を基に消費者トラブルに遭わない
ための対策、トラブルに巻き込まれて困っ
ている人への効果的な声掛け等を教わっ
た。

・困った時、身近に頼れる人が１人いるか
どうかで消費者トラブルの被害増大を防ぐ
ことができる。頼れる１人として思い出して
もらえるように丁寧な関わりを続け、関係
構築を目指す。

❶

取り組み計画（PLAN）

事例や課題検討を通じて相談員のアセスメント力や相談支援スキルを向上させる。

実行実績（DO） 評価（CHECK） 改善（ACTION）

相談部会

令和6年度　部会状況把握表

活動理念 誰もが自分らしく暮らせる街をつくる。

活動目標
事例や課題検討を通じて相談員のアセスメント力や相談支援スキルを向上させる。サービス提供事業所と顔の見
える関係をつくる。

第
１
四
半
期

4
月

第
２
四
半
期

7
月

研修会
講　師：三重県金融広報委員会　金融広
報アドバイザー　稲垣　裕子　様
タイトル：「障がい者支援のための家計管
理の基礎知識」

・分かりやすいお金の管理のコツや、金銭
トラブル遭遇した時の対処法について学
ぶことができた。
・生活上の必要な物と欲しい物を取捨選
択することや、将来に備えて貯金をするこ
との必要性などが伝わりにくい利用者へ
の金銭管理支援が難しいが、効果的な対
処法がなかなか見つからないといった意
見も見られた。

・令和6年度計画について ・事例や課題検討にあげるテーマについ
て、これまでに支援に苦慮したケースをあ
げながら、今年度の統一テーマ「金銭管
理・金銭トラブルに関わる支援のあり方」
を決定することができた。

6
月

①社会福祉協議会による就労支援準備
事業の周知・案内

②事例検討会
事例１．いたちごっこの繰り返し…何度も
同じこと言われて僕も傷つきます。
事例２．いたちごっこの繰り返し…色々言
われたくない、自由になりたい。

・両者ともに金銭管理の支援を要する交
際中の２人への関わり方について考える
ことができた。
・障がい特性のある人が理解しやすい金
銭管理の方法について考えることができ
た。

8
月

事例検討会
タイトル：「地域社会における障がい支援
の難しさ」

5
月

・生活保護受給者の福祉サービス外の金
銭管理について、どこまで支援を行うべき
か、各々の支援ケースを基に話し合いを
行った。
・保護受給者を担当するケースワーカー
の支援力の差について、指摘があった。

・相談支援員として支援できることを整理
しつつ、本人の困り事には寄り添い、より
良い支援のあり方を検討していく。

取り組みやすい金銭管理の方法、消費者トラブルへの対策について学ぶことができ
た。また、利用者に対して必要な物と欲しい物の取捨選択や貯蓄の必要性などを理
解してもらうことへの支援の難しさについては、各自の支援経験を基に、より良い対
応について話し合う機会を持つことができた。

・日常生活自立支援事業の利用対象者
や、申し込み方法、具体的な支援方法な
ど実例を踏まえ、研修をしていただけた。

・公的サービスでサポートできることは限
られているため、今後も民間の事業につ
いても広く学び、支援スキルを向上させて
いく。

・本人なりに依存治療施設を探しているも
のの、摂食障害があることで家族との関
係性が保たれているので治癒したくないと
いう相反する想いを同時に持つ摂食障害
の方の支援の在り方について話し合うこと
ができた。

・医療的なケアが必要な部分と、医療以外
から支援やアプローチをかけられる部分
をよく見極めながら、支援を行っていく。

・事例検討会
「わたし、摂食障害はずっと持っていたい
んです。」

・相談支援専門員等による事例検討会を
２か月に１回実施し、ファシリテーター力及
び、相談員のアセスメント力や相談支援ス
キルを向上させていく。

・今後の相談部会に向けて、障がい特性
のある人の金銭管理支援の課題や学び
たいことを抽出していく。

・今回学んだ分かりやすい金銭管理の方
法（レシートをお薬カレンダーに入れて、
支出を可視化する等）を利用者に伝えて、
実践していく。

上
半
期
総
評

達成率
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下
半
期
総
評

達成率

・事例検討会を通し、同様の事例の共有や課題の抽出を行うことができた。
・講師を招いて研修会を開くことで、今年度のテーマ「お金のトラブル・管理に関するこ
と」に対する支援力を高めることにもつながった。
・相談支援専門員、事業所、市などの関係機関の連携体制の強化、構築の重要性に
ついて改めて確認できた。100%

第
４
四
半
期

1
月

伊賀市地域生活支援拠点事業について ・地域生活支援拠点について、国の方針、
当市の現状や考え方について、共有する
ことができた。また、緊急対応が必要とな
る可能性のある利用者を抽出することと
なった。

・対象者抽出を機に、親亡きあとを見据え
たサービス利用の見直しを図っていく。

2
月

・事例検討会
「自分の思いとおりに生活したいです。そ
うしたいんです。」

・高齢の母や祖母の支援によって、進行
性の難病ながらも在宅生活が維持できて
おり、今後も在宅生活の継続を望む方の
支援について話し合うことができた。

・本人の想いに寄り添いながら、関係者と
の連携をより密にして。
・喫緊の課題（いざという時の支援者・後
見人）について一つでも解消しておく。

3
月

・振り返り ・今年度の振り返りから得られたことや課
題点などを話し合うことができた。
また、来年度の計画についても確認を進
めることができた。

・相談支援スキルの向上に向けて、来年
度も引き続き事例検討や研修を行ってい
く。
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